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免疫グロプリン保有細胞 (B リンパ球系細胞)は F(ab / )2 フラグメントに調整した坑ヒト IgG ， IgA , 
IgM抗体を用いた蛍光抗体直接法により同定した。 IgG 保有細胞は歯肉組織のいずれの部位でも最も
多く，特に結合組織固有層においては単核浸潤細胞の65.2 土 9.5%(平均士標準偏差)に達しており，
その大部分は形質細胞であった。次いで'IgA 保有細胞が多く， 11.2 ::1:::1. 1%観察されたが， IgM保有細
胞は極小数(1 .3 ::1::: 1. 3%) であった。またポケット上皮に近接した部位ではいずれのクラスの免疫グ
ロプリンをも保有しないリンパ球が多数観察された。
これらのリンパ球は，単クローン性抗ヒト T リンパ球抗体(Leu-l) を用いた蛍光抗体間接法により
T リンパ球であることが証明された口また歯肉組織から抽出した生細胞(歯肉抽出細胞と略す)にむ
いて， E ロゼットを形成する T リンパ球が，全有核細胞(上皮細胞を除く)の35.3 ::1::: 6.0%検出され
た。 T リンパ球はポケット上皮に近接した部位では，単核浸潤細胞の29.3 ::1::: 10.0% と高率に観察され
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たが， IgG 産生形質細胞が多数存在する結合組織固有層では極小数 (2.6 =1= 0.7%) がしかも散在して観
察された。
マクロファージ系細胞は a-naphtylbutyrate esterase(α-NB-E と略す)染色により同定した。ポケ
ット上皮に近い， T リンパ球が高率に検出される部位に，かなり多数のマクロファージが観察された。
また歯肉抽出細胞においては全有核細胞の12.9 士4.4%が単球ーマクロファージ系細胞であった。
Fc レセプター (FcR と略す)保有細胞はEA ロゼット形成法と peroxidase antiperoxidase complex 
(PAP)法により同定した。これら両反応の陽性部位はよく一致し 歯肉中E織に見られる単核浸潤細胞
の中には多数の IgG-FcR保有細胞が存在することが明らかになった。歯肉抽出細胞にわい々は， FcR 
保有細胞は全有核細胞の30.0 士 14.9%検出され，また FcR保有細胞中のマクロファージ系細胞は29.1
=1= 16.1%であった。
歯肉抽出細胞にむいて T リンパ球のサブセットである IgG-FcR保有T リンパ球(Ty細胞)と IgM-
FcR 保有T リンパ球(Tμ細胞)とは，混合ロゼット形成法により検出した口 Ty細胞は T リンパ球の 6.9




にむいて主に IgG クラスの免疫グロプリンを産生していることが明らかとなった。 一・方 T リンパ球も
また多数浸潤しており，歯周炎病巣は従来報合されていた・元的な B-cell 1 esionで、はないことが証












られていたような a元的な B リンパ球病変でないことを明らかにした。さらに Fc レセプターを介する
免疫応答が，またTγ細胞の有意の減少という事実から T リンパ球による免疫調節機能の変動が局所病
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巣の形成に関与している可能性を指摘した。
このように木田君の論文は歯周炎の病理発生を考察する上で大変貴重な新しい知見を呈示したもの
であり，歯学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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